
市民意見募集結果及び考え方について 
 
１ 募集期間 

平成 29年 12月 20日（水）～平成 30 年１月 19日（金） 

 

２ 意見提出者数 

・意見提出者数 ４３１名  

 

３ 主な意見及び対応について 

■具体的なご意見を記入された方：３４５名（意見数：２４８件） 

 

分類１）基本理念・開催意義について ― ６７件 

主な意見 

・SDGs の理念を理解できる様な取組や世界的な課題解決に向けた提案をしてはどうか。 

・花、緑、農の持つ魅力の発信や活用 

・上瀬谷の今後のまちづくりにつながる博覧会にして欲しい。 

・跡地は（大規模）公園の整備をして欲しい。 

・地域の産業、文化の発展や経済の活性化につながるものにして欲しい。 

・メインテーマをもう少し分かりやすく表現して欲しい。 

考え方 
・開催意義や波及効果に関する検討の参考とします。 

・メインテーマの表現を工夫します。 

 

分類２）展開の考え方、会場構成などについて ― ６２件 

主な意見 

・グリーンインフラを導入したい、アピールしたい。 

・学校での自然学習の実施や学校教育へ取り込んでほしい。 

・生態系への配慮、自然との共生など環境へ配慮したものとしてほしい。 

・上瀬谷の魅力を活用して欲しい。（歴史、農地、緑地、景観など） 

考え方 

・学校教育との連携、緑や農地との連携、上瀬谷の歴史や地域資源の活用に関する記述

を充実します。 

・展開の考え方や会場構成などの検討の参考とします。 

 

分類３）宿泊・輸送計画について ― ５７件 

主な意見 

・博覧会時の渋滞を懸念、会場へのアクセスが課題 

・交通インフラの整備が必要（幹線道路の新設、環状４号線の拡幅、東名高速へのＳＩ

Ｃ※1設置、ＬＲＴ※2の設置、地下鉄の延伸、新交通システムの設置など） 

考え方 

・交通混雑緩和のため道路の機能強化を図るとともに、新たな交通については将来の土

地利用と整合を図りながら、博覧会時に有効に機能する交通手段を見極めて対応しま

す。 

・交通インフラの整備要望に関するご意見については、旧上瀬谷通信施設の基盤整備に

関する検討の参考とします。 

※１（Smart IC）高速道路に設置されるＥＴＣ専用のインターチェンジ 

※２（Light Rail Transit）低床式車両を用いた次世代の軌道系交通システム 
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分類４）その他 ―  ６２件 

主な意見 

・横浜、上瀬谷を盛り上げる良い機会になる 

・博覧会に参加したい、行ってみたい 

・膨大な経費なら、他に優先する施策があり、博覧会を中止して欲しい 

・上瀬谷の農業や自然環境を保全したいため、博覧会の開催には反対 

・専門用語が難しい 

考え方 

・開催経費については、具体的な検討において精査と縮減を図ります。 

・専門用語については、注釈を加えます 

・その他の意見については、検討の参考とします 

 

 

 

参考）「招致を検討するうえで、重要だと思う項目」への意見結果 

  ■項目を選択された方：２３４名 

  内訳（複数選択可） 

①国際的な課題解決への貢献と未来への提案 ９９件 

②博覧会を通した地域のまちづくりや産業への波及 １８０件 

③国内外の方々や多様な企業の参加と協働 ９２件 

④交流や集客につながる展示や行催事 ９９件 

⑤花・緑・農の持つ力と効果の発揮 １４２件 

⑥横浜や上瀬谷の魅力の活用と発信 １１９件 

⑦市内の宿泊施設の活用や国内観光との連携 ８３件 

⑧会場への移動を支える輸送手段 １６１件 

⑨その他 １９件 

 

 

参考）応募方法内訳 

 

リーフレット 
付属ハガキ 

ホームページ 
投稿フォーム 電子メール ＦＡＸ その他 ※ 

162 件 
（162 人） 

65 件 
（65 人） 

8 件 
（8 人） 

0 件 
（0 人） 

5 件 
（196 人） 

※地域の小学校、団体などから郵送等にて提出 

 


